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専門部会の社外専門委員（平成14年4月）�
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環　境� エネルギー利用� 配　電� 系統運用� 電力施設� 情報制御通信� 電　源� 新技術�

環　境� 配　電� 系統運用� 工　務� 制御通信� 電力技術研究所�
（原子力）� 電力技術研究所�営　業�

◎森　　滋勝�
　（名大教授）�

　山口　正義�
　（静岡県立大教授）�

　藤澤　敏治�
　（名大教授）�

　藤江　幸一�
　（豊橋技科大教授）�

◎菊山　功嗣�
　（名大教授）�

　長野　靖尚�
　（名工大教授）�

　大熊　　繁�
　（名大教授）�

　大野　秀夫�
　（椙山女学園大学教授）�

　鈴置　保雄�
　（名大教授）�

　相良　和伸�
　（三重大教授）�

　松本　　博�
　（豊橋技科大助教授）�

　水谷　章夫�
　（名工大教授）�

　山羽　　基�
　（中部大助教授）�

◎渡邉　貞司�
　（岐阜大教授）�

　松井　景樹�
　（中部大教授）�

　河村　英昭�
　（名城大教授）�

　松井　信行�
　（名工大副学長）�

　松村　年郎�
　（名大教授）�

　横水　康伸�
　（名大助教授）�

　�

◎中村　光一�
　（名工大教授）�

　一柳　勝宏�
　（愛工大教授）�

　松村　年郎�
　（名大教授）�

　石田　宗秋�
　（三重大教授）�

　竹下　隆晴�
　（名工大助教授）�

◎大久保　仁�
　（名大教授）�

　松岡　良輔�
　（中部大教授）�

　中村　光一�
　（名工大教授）�

　植田　明照�
　（愛工大教授）�

　加藤　史郎�
　（豊橋技科大教授）�

　鈴置　保雄�
　（名大教授）�

　高倉　秀俊�
　（高岳製作所）�

◎佐藤　　徹�
　（愛知電機）�

◎入江　　孝�
　（日本ガイシ）�

　長谷川惠一�
　（三菱電機）�

　長坂　廣美�
　（日本ガイシ）�

　遠山　鎮雄�
　（愛知電機）�

　棚橋　正治�
　（高岳製作所）�

　杉浦　徳廣�
　（CTI）�

　高橋　宏顯�
　（愛知電機）�

◎小川　　明�
　（名城大教授）�

　稲垣　直樹�
　（名工大教授）�

　後藤　宗弘�
　（岐阜大教授）�

　稲垣　康善�
　（名大教授）�

　江上俊一郎�
　（静岡大教授）�

　沢田　克敏�
　（愛工大教授）�

◎平野　眞一�
　（名大教授）�

　社河内敏彦�
　（三重大教授）�

　松井　恒雄�
　（名大教授）�

　久木田　豊�
　（名大教授）�

　鵜飼　裕之�
　（名工大助教授）�

　廣田　真史�
　（名大助教授）�

◎武田　保雄�
　（三重大教授）�

　宮原　一哉�
　（名大助教授）�

　高井　吉明�
　（名大教授）�

　乾　　義尚�
　（豊橋技科大助教授）�

◎は委員会委員�

顧問会顧問�

顧問�
吉田　彌智�

（名工大名誉教授）�
鬼頭　幸生�

（名大名誉教授）�
仁科浩二郎�

（愛知淑徳大教授）�
梅野　正義�

（中部大教授）�
中原　信生�

（名大名誉教授）�
藤田　秀臣�

（名城大教授）�
堀　　孝正�

（愛知工科大教授）�

平成14年5月23日、当社東桜会館において電力技術
研究会第10回顧問会ならびに第39回委員会が開催さ
れました。冒頭望月会長から、「電力技術研究会は産
学協同の研究の場として昭和34年以降機能してきた
が、今後ますます重要な位置づけとなる。現在の経営
環境の中で、販売戦略に資する技術開発の推進、新規
事業開拓に資する技術開発、コストダウンに資する技
術開発、自由化における系統運用技術の4点の研究開
発が重要と考えている。先生方には今後ともご指導を
賜りたい」とあいさつされました。
委員会では各専門部会の活動結果と14年度の方針

が紹介され、電気利用・負荷平準化専門部会の合併に
ついても承認されました。今後は表のとおりの体制で

活動していくこととなります。
鬼頭顧問からは、最近は電力会社も情報処理・高速
通信関連のIT事業、分散電源などのガス事業、介護サ
ービスなど大変多角的に展開されていくようであるた
め、その関連情勢をリサーチする必要があるとの意見
をいただくなど、熱心な議論が展開されました。
午後は24名の参加により中部国際空港埋め立て工

事現場を見学しました。東海地震時に津波被害が生ず
る可能性、地盤沈下はどう考慮されているか、埋めた
ての完成目標はいつ頃かなどと言った活発な質問が続
出しました。また，広々とした埋め立て現場とその早
い進捗度合いに驚きの声も聞かれました。


